
プロジェクトの概要
●拠点ビジョン(未来のありたい社会像)の内容
Co-JUNKANで実現できるゼロカーボンとその先の豊かさへ～
「ビヨンド・”ゼロカーボン”」とは、単に温室効果ガスの排出をゼロにすることにとどまらず、その先にあ
る持続可能で豊かな社会の実現を目指す考え方です。特に生活の基盤であるエネルギーに注目し
、人・技術・知識（専門知と地域の知恵）を組み合わせた「Co-JUNKAN（共循環×好循環
）」という仕組みをみんなで築いていくことを目標としています。地域の未来は、地域の人々自身が考
え、行動を起こすことで切り拓かれるものであり、そのプロセスの中で地域資源を活用した新たな産業
が生まれ、地域全体が活性化することを目指しています。

●拠点ビジョン実現の為のアプローチ
地域での実践と最先端の学術的知見をつなぐため、「Co-JUNKAN（共循環×好循環）」プラ
ットフォームを構築・活用します。これは、地域住民、大学、企業がともに学び合い、協力しながら、
ゼロカーボンおよびその先にある「ビヨンド・”ゼロカーボン”社会」の実現に必要な人材・技術・知識を
得るための場です。取り組む3つの目標は、①理想の未来像を共に考え学ぶ活動（Co-learning
）の展開、②誰もが使える共循環×好循環の仕組みの整備、③実現に向けた技術の社会実装で
す。これにより、地域が自らの未来を主体的に描き、地域に合った選択を通じて自立的に発展して
いけるよう支援します。

●拠点ビジョン実現に向けた拠点の強み
本拠点は、東京大学未来ビジョン研究センターを中核に、自然科学と人文社会科学を統合する
学際的な研究と政策提言を行い、企業や自治体とも連携する体制を構築しています。これまでに
培ったライフサイクル思考に基づく気候変動対応や生態系保全などの知見とネットワークを活かし、「
ビヨンド・”ゼロカーボン”社会」の実現に向けて、研究開発と実証・実装の両面から取り組んでいま
す。

拠点名称：ビヨンド・“ゼロカーボン”を目指す“Co-JUNKAN”プラットフォーム研究拠点
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■SDGs

■ターゲット

“ゼロカーボン”によって地域が自律的に豊かさを持続できる社会の実現

ビヨンド・“ゼロカーボン”を
描くCo-learningの展開

誰でも使える
Co-JUNKAN基盤の実装

ビヨンド・“ゼロカーボン”を実
現する技術の社会実装

• 急速なｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝの要請
• 時間と資源(人･知･技)
の不足

拠点名：「ビヨンド・”ゼロカーボン”を目指す”Co-JUNKAN”プラットフォーム」 研究拠点

「プロジェクト」
の活動範囲

環境 社会 経済

■研究開発課題
研究開発課題１

• 中間目標1(２年目)
ターゲット３課題群の技
術・ｼｽﾃﾑの先制的ﾗｲﾌｻｲｸ
ﾙ(LC)設計・評価

• 中間目標2(４年目)
国内再生可能資源由来の
物質・エネルギー製造に
関する技術の先制的LC設
計・評価

• PoC達成(６年目)
地域サテライトにおける

「先制的LC設計・評価によ
る実証試験・実装の加速」

• 課題目標(８年目)
先制的LC設計・評価・実
現方法の標準化

研究開発課題２

• 中間目標1(２年目)
地域Sにおける「Co-
learning基盤の場の立ち
上げ」

• 中間目標2(５年目)
地域S等における「産学
公での人材育成プログラ
ムの展開」

• PoC達成(７年目)
地域Sにおける「Co-
learning基盤の自律化達
成」

• 課題目標(９年目)
自律的変革を生むCo-
learning基盤を支援す
る組織体の設置

研究開発課題３

• 中間目標1(２年目)
拠点内での情報基盤
RE-CODE試作版の活用と
検証開始

• 中間目標2(４年目)
情報基盤RE-CODEの拠点
外へのリリースと事業
体の始動

• PoC達成(７年目)
RE-CODEを用いた地域
GX計画の実践と事業モ
デル確立

課題目標(９年目)
地域GX計画支援ツール
として広く浸透

研究開発課題４

• 中間目標1(２年目)
地域における交通・輸
送を起点としたエネル
ギーと地域課題の同時
解決方法の可視化

• 中間目標2(４年目)
地域Sで地域資源を活
用した交通の実証

• PoC達成(７年目)
他地域における交通・
エネルギー課題の同時
解決を社会実証

• 課題目標(８年目)
他地域で選択可能なオ
プションとしての、手
順・方法の標準化

研究開発課題５

• 中間目標1(３年目)
実証ﾌﾟﾗﾝﾄの設計・建設(半
炭化・ﾊﾞｲｵ燃料)、ﾌﾟﾗﾝﾄ実
証試験開始(半炭化・ｸﾞﾘｰﾝ
ｹﾐｶﾙ生産)

• 中間目標2(５年目)
複数地域への展開の開始、
GX向けサトウキビ品種候補
の選定

• PoC達成(７年目)
食料増産／生態系保全強化
を可能にするGX技術の商業
規模実証

• 課題目標(８年目)
GX技術の海外への事業展
開に向けた手順・方法の標
準化

研究開発課題８

• 中間目標1(２年目)
種子島サテライトにおけ
る「熱電需給技術の小規
模実証の開始」

• 中間目標2(４年目)
地域S等における｢未利用
資源の活用実証の開始」

• PoC達成(７年目)
未利用資源の有効活用に
向けた熱電需給調整力の
強化、商業レベルへの引
き上げ

• 課題目標(８年目)
国内展開やグローバル展
開可能なオプションとして
の設計手法の標準化

ビヨンド･“ゼロカーボン”
社会を描く先制的ライフサ

イクルマネジメント

自律的変革を生む
Co-learning基盤

地域と技術を繋ぎ実装を
加速する情報基盤
(RE-CODE)

交通・輸送を起点とした
エネルギー等地域課題を
解決するシステムの実装

食品生産と生態系保全を
強化するGX技術の

実装

地域資源で自立協調なエ
ネルギー需給構造の実

証・社会実装

研究開発課題７

• 中間目標1(２年目)
新たな金融基盤構築の
ための課題の体系化

• 中間目標2(４年目)
技術の社会的貢献・リ
スクの評価方法・指標
提案、資金提供主体の
特性や役割の体系化

• PoC達成(７年目)
新たな金融基盤が持つ
べき要素の特定・整理、
実証・実装

• 課題目標(９年目)
他地域への展開に向け
たパッケージ化

技術の自律的な開発・
社会実装を支える

金融基盤
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年度研究開発課題1「ビヨンド・”ゼロカーボン”社会を描く先制的ライフサイクルマネジメント」の目標

2023ターゲット３課題群の技術・システムの先制的ライフサイクル（LC）設計・評価中間目標1-1

2025国内再生可能資源由来の物質・エネルギー製造に関する技術の先制的LC設計・評価中間目標1-2

2027地域サテライトにおける「先制的LC設計・評価による実証試験・実装の加速」PoC達成目標1

2028先制的LC設計・評価・実現方法の標準化最終目標1
研究開発課題2「自律的変革を生むCo-learning基盤」の目標

2023地域サテライトにおける「Co-learningの場の立ち上げ」中間目標2-1

2025地域サテライト等における「産学公での人材育成プログラムの展開」中間目標2-2

2028地域サテライトにおける「Co-learning基盤の自律化達成」PoC達成目標2

2030自律的変革を生むCo-learning基盤を支援する組織体の設置最終目標2
研究開発課題3「地域と技術を繋ぎ実装を加速する情報基盤」の目標

2023拠点内での情報基盤RE-CODE試作版の活用と検証開始中間目標3-1

2025情報基盤RE-CODEの拠点外へのリリースと事業体の始動中間目標3-2

2027RE-CODEを用いた地域GX計画の実践と事業モデル確立PoC達成目標3

2029地域GX計画ツールとして広く浸透（目標10事例）最終目標3
研究開発課題4「交通・輸送を起点としたエネルギー等地域課題を解決するシステムの実装」の目標

2023地域における交通・輸送を起点としたエネルギーと地域課題の同時解決方法の可視化中間目標4-1

2024地域サテライトで地域資源を活用した交通の実証中間目標4-2

2027他地域における交通・エネルギー課題の同時解決を社会実装PoC達成目標4

2028地域で選択可能なオプションとしての、手順・方法の標準化最終目標4

拠点名称：「ビヨンド・”ゼロカーボン”を目指す”Co-JUNKAN”プラットフォーム」 研究拠点
代表機関：東京大学
プロジェクトリーダー：菊池康紀(教授)
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年度研究開発課題5「食品生産と生態系保全を強化するGX技術の実装」の目標

2024実証プラントの設計・建設（半炭化・バイオ燃料）、プラント実証試験開始（半炭化・グリーンケミカル生産）中間目標5-1

2026複数地域への展開の開始、GX向けサトウキビ品種候補の選定中間目標5-2

2027食料増産／生態系保全強化を可能にするGX技術の商業規模実証PoC達成目標5

2028GX技術の海外への事業展開に向けた手順・方法の標準化最終目標5
研究開発課題7「技術の自律的な開発・社会実装を支える金融基盤」の目標

2023新たな金融基盤構築のための課題の体系化中間目標7-1

2025技術の社会的貢献・リスクの評価方法・指標提案、資金提供主体の特性や役割の体系化中間目標7-2

2027新たな金融基盤が持つべき要素の特定・整理、実証・実装PoC達成目標7

2029他地域への展開に向けたパッケージ化最終目標7
研究開発課題8「地域資源で自立協調なエネルギー需給構造の実証・社会実装」の目標

2023種子島サテライトにおける「熱電需給技術の小規模実証の開始」中間目標8-1

2024地域サテライト等における「未利用資源の活用実証の開始」中間目標8-2

2027未利用資源の有効活用に向けた熱電需給調整力の強化、商用レベルへの引き上げPoC達成目標8

2028国内展開やグローバル展開可能なオプションとしての設計手法の標準化最終目標８
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最終
年度

9年目
2030

8年目
2029

7年目
2028

6年目
2027

5年目
2026

4年目
2025

3年目
2024

2年目
2023

1年目
2022研究開発課題

1.ビヨンド・
“ゼロカーボ
ン”社会を描く
先制的ライフ
サイクルマネ
ジメント

2.自律的変革
を生むCo-
learning基盤

3.地域と技術
を繋ぎ実装を
加速する情報
基盤

7.技術の自律
的な開発・社
会実装を支え
る金融基盤

タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
の
実
現

Co-learningの
場の立ち上げ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
の
実
現

拠点名称：「ビヨンド・”ゼロカーボン”を目指す”Co-JUNKAN”プラットフォーム」 研究拠点
代表機関：東京大学
プロジェクトリーダー：菊池康紀(教授)

中
間
目
標

２-

１
Co-learning基盤
自律化に向けた準備

地域SにおけるCo-
learningの自律化

人材育成プロの準備 人材育成プロ
の実装

Co-learning基盤の
運用組織準備

Co-learning
基盤の運用
組織設置

最
終
目
標
２

運用組織の自立化
他地域での運用開始

基本設計＆
プロトタイプ運用

中
間
目
標

３-

１
機能検証・改善と
リリース準備

事業体準備チームによる検討

課題の整理、
先行事例の
調査
専門家、関
係機関ヒア
リング

評価すべき要素と評価方法の検討・開発

中
間
目
標
7-

1
中
間
目
標
7-

２

地域へのヒアリング

実証試験の準備

タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
の
実
現

タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
の
実
現

実証技術への
適用

基盤の成立要件、
各主体の役割
分担の整理

PoC

達
成
目
標
７

設計標準化
最
終
目
標
７

事業化、
国内・海外
水平展開

専門家、関係機
関ヒアリング

実証実験

中
間
目
標

２-

２

中
間
目
標
３-

２

PoC

達
成
目
標
２
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最
終
目
標
３

事業体の自立化と
社会実装の加速

事業モデルの確立

・実例への適用を通した
機能の検証

・対象技術の拡大に
向けた仕組みの整備

対象地域や
技術の拡大

PoC

達
成
目
標
３ ユーザーへの

普及促進

対象技術の
先制LC実施

地域Sでの実装
加速支援

対象技術の
拡大準備

先制的
LCの
手法
標準化

地域資源
関連技術の評価

中
間
目
標

１-

１

PoC

達
成
目
標
１標準(規格)・認証等ルールメイキン

グへのライフサイクル知の適用

最
終
目
標
１

手法の海外展開

中
間
目
標
１-

２

地域固有の
条件を考慮
した

先制的LC
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最終
年度

9年目
2030

8年目
2029

7年目
2028

6年目
2027

5年目
2026 

4年目
2025

3年目
2024

2年目
2023

1年目
2022研究開発課題

4.交通・輸送
を起点とした
エネルギー等
地域課題を解
決するシステ
ムの実装

5.食品生産と
生態系保全を
強化するGX技
術の実装

8.地域資源で
自立協調なエ
ネルギー需給
構造の実証・
社会実装

種子島での交
通実証および他
オプションの検討

地域サテライトでの実装
検討

他地域での
交通実証準備

設
計
標
準
化他地域での

交通実証

中
間
目
標

４-

１

他地域での
他オプション
の検討

最
終
目
標
４

事業化、国内・海外
水平展開

種子島で
の小規模
実証試
験開始

他地域S等での
実証準備・調
査の開始

タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
の
実
現

他地域S等で
の実証準備

設
計
標
準
化

事業化、国内・海外
水平展開

地域サテライ
トもしくは他
地域での他
オプションの
実証、社会
実装

実証と課題1、3
との接続性確認

ビジネスモデル
検討

他地域S等での
実証継続

ビジネスモデル
構築

設計の強化

最
終
目
標
８

中
間
目
標

４-

２

中
間
目
標
８-

２

中
間
目
標

８-

１

PoC

達
成
目
標
４

PoC

達
成

目
標
８

半炭化技術のプラント設計、
建設、実証準備

半炭化技術の
プラント実証

グリーンケミカル
生産のプラント

実証
廃食油/糖蜜からの燃料・グリーン
ケミカル生産のプラント実証

種子島での実装準
備

複数地域Sでの展開
準備

新規GX用品種/環境改良型生産技術の開発(栽培試験)

GX技術の複数地域Sへの展開に
向けたサプライチェーン全体での調
査・準備（原料～利用）

中
間
目
標
５-

２

中
間
目
標
５-

１

営農型太陽光発電技術の開発

GX技術
の商業規
模プラント
設計・
サプライ
チェーンの
構築

設
計
標
準
化

最
終
目
標
５

海外への栽培技術展開

事業化、国内・海外
水平展開

PoC

達
成
目
標
５

実証・設計・標準化
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